
　

9 月 9 日（火）
17 時 30 分から
金沢医科大学病院
本館　C41 講義室

北陸がんプロ FD 講演会北陸がんプロ FD 講演会（第 14 回腫瘍病理セミナ（第 14 回腫瘍病理セミナー）ー）

北海道大学大学院医学研究科
生理学講座細胞生理学分野
大場　雄介　教授

蛍光イメージングを用いた蛍光イメージングを用いた
分子標的治療薬効果判定法の開発分子標的治療薬効果判定法の開発

　
　大場教授は BCR-ABL 活性をモニターするバイオセンサー Pickles を設計し、1細
胞レベルで酵素活性を検出する系を構築しました。

　CML は骨髄の造血幹細胞に異常染色体（フィ
ラデルフィア染色体・Ph１）が形成され
BCR-ABL が細胞内に出現し発症する血液のが
んです。イマチニブ・ダサチニブなど分子標的
治療薬の開発は、CML を不治の病から経口薬
でコントロールできる病気へと変化させまし
た。しかし、薬剤無効例あるいは治療途中から
無効に転化する症例も少なからず存在します。
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